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Abstract

　This　study　aims　to　examine　the　effectiveness　to　use　thesaurus　in　searching　a　music

literature　database．　The　author　examined　the　possibility　to　apply　the　method　of

colinked　descriptors　search　designed　by　Harter　and　Cheng　to　information　retrieval　of

music　literature．　In　order　to　verify　it，　the　correlation　coefficient　between　the　rank　of

records　by　relevant　evaluation　of　the　results　and　the　rank　of　records　by　colinked

descriptors　weighting　was　calculated．　She　experimented　the　colinked　descriptors

search　using　RILM、Abstracts　in　Music．Literature　on　CD－ROM　as　a　search　system　with

aprinted　format　of　RILM　English－1αnguage　Thesαurtts．　Three　faculties　of　Musicology

department　and　4　graduate　students　of　Musicology　major　in　domestic　music　colleges

participated　as　subjects．　Ten　cases　in　total　were　used　to　verify　the　colinked　descriptors

search　hypothesis．　The　experiment　proved　the　usefulness　of　the　colinked　descriptors

search　in　the　music　literature　database．

　　On　the　process　of　finding　colinked　descriptors　in　each　search，　the　following

problems　were　revealed．　First　is　the　criteria　to　provide　descriptors　to　each　record．

When　colinked　descriptors　linking　with　the　first　search　terms　which　express　broad

concepts，　it　becomes　more　difficult　to　find　colinked　descriptors　in　RILハ4　database．

Secondly，　it　is　necessary　to　consider　the　characteristics　of　descriptors　in　music　field

as　well　as　various　levels　of　linkage　among　descriptors　when　searching．
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1．人文科学分野における主題用語の特性

　情報検索については，これまで主に自然科学

分野を中心として，様々な研究がなされてきた。

80年代以降，自然科学分野における研究に基づ

いて，人文科学分野を含めたその他の分野との

比較研究が，徐々に行われるようになった［1］。

各分野を比較することによって，専門分野ごと

の性格や研究対象の違い，研究の方法，成果の

発表，メディアの重要性が異なっていることが

報告されている。

　人文科学分野で用いられる用語は，他の分野

に比べて自然語が多く，概念や用語の定義が多

様で，哲学的な判断を必要とするものが多いと

されている［2］。そのため主題を表す語は不正

確となり，主題検索の検討が難しいと考えられ

てきた。今日コンピュータによる検索が浸透す

るにっれ，ますます主題検索の重要性が注目さ

れているが，人文科学分野における検討はまだ

ほとんど見られないのが現状である。しかしな

がら，人文科学分野の主題用語をカテゴリー化

し，詳細な分析を行うことによって，人文科学

分野においては不正確で多義的な主題用語がほ

とんどであるという定説が，本当であるのかを

実証するたあの研究も行われている。Lineは，

人文科学分野の基本的な主題事項は，事象，個

人，芸術作品などであり，これらは容易に索引

化および検索を行うことができるという結果を

まとめている［3］。またWiberlyは，人文科

学分野の主要な百科事典や辞書など60タイトル

の見出し項目を調査分析して，用語の正確さに

関する検討を行った［4］。彼は固有名詞と一般

名詞の違いの他に，語の定義付けに対する精度

の違いにより，用語を3っのレベルに分けた。

その結果，最も正確性の高い「単数形の固有名

詞（句）」が半数以上であることがわかった。

これは，人文科学分野の用語が不正確なものが

多いとする，これまでの考え方を再検討する要

因となるものである。また，用語の定義があい

まいであるという先入観のため，当該分野では

主題検索を行うことがためらわれていた。今後

は主題検索を日常的な検索の一部として取り込

めるような，システム開発の促進にもっながる

とみることができよう。しかしながら，依然と

して主題用語には多義的な一般名詞（句）が存

在していることも事実であった。約半数の語は

容易に解決できるとはいえ，残りの部分ではこ

れまでと同様の問題が残っているのである。そ

の他に，Batesらが人文科学分野の研究者を対

象としたオンライン書誌データベース検索に関

するプロジェクトをおこない，検索語の特徴を

詳しく分析している［5］。その結果，自然科学

分野と比較して人文科学分野では固有の複雑さ

が見られ，オンライン検索のみならずシソーラ

ス構築や実際の検索指導の観点からも，こうし

た特徴が考慮されるべきであるとしている。こ

のように各専門分野の用語の特徴を鑑みるとと

もに，用語の統制の問題をさらに検討する必要

がある。

2．音楽情報への主題アクセス

2．1　シソーラスの重要性

　音楽分野での主題検索にっいては，米国音楽

図書館協会Music　Library　Association（以下，

MLA）の，音楽へのファセット・アクセスに

関するワーキング・グループWorking　Group

on　Faceted　Access　to　Musicによるディスカッ

ション・ペーパーにおいて，音楽シソーラス・

プロジェクトMusic　Thesaurus　Projectの動

向とともに，シソーラスの重要性が明確にされ

ている。主題アクセスに関する音楽分野での特

徴として，非概念的な（non－topical）用語へ

のアクセス，および複数のアクセス・ポイント

の必要性を挙げることができる［6］。上記のワー

キング・グループは，複数概念を表現するため

にファセットの概念の導入を検討している。音

楽資料の検索におけるアクセス・ポイントとし

て，関連する楽曲編成，演奏媒体，言語など，

主題概念以外のファセットが重要な役割を持っ
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のである。同一の音楽作品が，高声用なのか，

低声用なのか，あるいはドイッ語なのか，イタ

リア語なのか，によって検索者のニーズは全く

異なる。このように，非概念的な用語を考慮し

た，異なるファセットの組み合わせは，音楽資

料を対象とした検索において有効となる。また，

作品に用いられている楽曲形式が，フランス語

で書かれているのか，英語で書かれているのか

によっても検索結果が異なる。っまり，自然語

のキーワードによる検索よりも，ファセット概

念を取り入れた統制語彙を用いて検索を行う方

が，効果的な検索の可能性が高いことを意味し

ている。こうした議論は，音楽資料の主題アク

セス・トゥールとして一般に広く使用されてい

る『米国議会図書館主題件名標目表』（以下，

LCSH）に対する批判を基盤としている。

L（〕SHの語彙は，長年にわたる蓄積により，語

彙構築の不均衡が目立っなど，様々な問題点を

指摘されている。それらの欠点を克服するため

に，新たな音楽分野の語彙集作成が開始され

た。MLAにより始められたこのプロジェクト

は，未だ完成を見ないがARIS（Anderson＆

Rowley　Information　Systems）Music　Thesaurus

として随時その作成経過や利用の可能性などが

報告されている［7］。

2．2　ARIS　Music　Thesaurusの検討［8］

　ARIS　Music　Thesaurusの作成は，1991年

に米国図書館振興財団から補助金を受けて開始

された。先に述べたように，LCSHの音楽主題

件名に対する検討の結果，新たなシソーラスの

作成が行われることとなった。ARIS　Music

Thesαurus作成における基本的な考え方は，以

下の通りである。

　（1）音楽分野の標準的な語彙を確立するため

　　に，語彙構築の基礎をLCSHの音楽件名に

　　依拠する

　（2）階層的な表示による音楽分野のアウトラ

　　インを提示する

　（3）用語のファセット化を行う

　（4｝豊富な導入語を含む

　㈲　厳密な接続構造を持っ

　シソーラスのための用語収集は，LCSHを基

本としているが，さらにより幅広い語彙を採集

するために，主要な分類表の音楽の部分や，音

楽分野における主要な参考資料からも行ってい

る。ARIS　Music　ThesαurttSは，基本方針に

もあるようにファセット構造を持っことにより，

音楽情報の検索に特徴的な複合概念を表すこと

を可能としている。多様な楽器編成の組み合わ

せや，他の概念を表す用語との組み合わせによ

り，複数概念を表現することができる。しかし

ながら，複数概念の表現に関して，用語間の文

脈的な関連性という点から検討するならば，シ

ソーラスだけで問題を解決するには限界がある。

シソーラスの各用語は，基本的に単一概念を表

すのであるから，概念間の関係にっいては，検

索システムでの豊富な検索手段の提供や，検索

指示語の設定など，さらに検討が必要である。

3．シソーラス・ベース検索システム

3．1　Colinked　descriptors検索の音楽情報

検索における応用の試み

　シソーラスを情報検索システムにおいて使用

する場合，オンライン・シソーラスとして機械

可読形式で保存して，検索過程において検索シ

ステムとともに同時によびだして利用すること

が可能である。上述のARIS　Music　ThesαurUS

も，オンライン・シソーラスとして作成中であ

る。オンライン・シソーラスを利用したシソー

ラス・ベース検索システムの研究のなかで，

Stephen　P．　HarterとYung－Rang　Chengは，

”colinked　descriptors［9］”とよぶ検索方法を

考案している。Colinked　descriptors検索は，

シソーラスにおけるディスクリプタ間のリン

ク関係を利用したもので，HarterらはERIC

Thesαurαsを対象としている。彼らの研究にお

いては，多義的な要素を持つ用語を多く含むシ
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ソーラスを対象としており，研究目的のひとっ

に用語の意味的関連性をあげている。ARIS

Music　Thesaurusの検討過程では，複数用語

間の概念的な関連性について，さらに検討が必

要なことが明らかとなっている［10］。このこ

とから，Harterらの研究において音楽分野と

の共通性を見出すことができる。音楽分野にお

いては，現在のところ，網羅的なオンライン・

シソーラスがほとんど存在しておらず，この種

の研究が十分になされていない。そこで

colinked　descriptors検索の手法を，音楽分野

でのシソーラス・ベース検索システム研究の足

がかりとしたい。

3．　2　　Colinked　descriptors

　まずHarterらが名付けたcolinked　descriptors

について説明する［11］。Colinked　descriptors

は，計量書誌学の共引用と類似した考え方を，

シソーラスにおける用語間の関係の利用におい

て求めたものである［12］。Harterは，情報の

蓄積と情報の検索は，関連性という概念におい

て共通性があるとしている。ここでいう関連性

とは，その研究者が抱える研究課題の観点から，

何らかの認知的な変化をもたらすという意味で

用いられており，情報検索におけるアバウトネ

スを意味しているわけではない。ある研究者が

特定の論文を引用する場合，その時点において，

その研究者は引用した論文と自身の著作物に関

連性があるとみなしている。っまり引用された

文献は，著者に何らかの認知的変化をもたらし

ているのである。そして，ある文献とそこで引

用された文献の関係は，シソーラス中のあるディ

スクリプタとそれにリンクした用語群との関係

に類似していると，捉えることができる。引用

文献検索は，求めている問題と関連するであろ

うレコード（文献）群を情報探索者に導き，ま

たシソーラスのディスクリプタにリンクした用

語は，関連レコードの検索に適切な検索語を情

報探索者に導くのである。

　単一の引用文献検索では，文献間の意味的な

関連性が弱いことから，関連性を強化するため

に共引用文献検索が行われるようになった。よ

り適切な文献レコードを検索するという共引用

による文献検索を，検索により有効なディスク

リプタを検索すると置き換えてみる。図1にシ

ソーラス用語における生成過程を示した。まず，

問題となる事項に対して適切と思われる用語を

探し，シソーラスを用いてこの用語に意味的に

関連するディスクリプタを検索する（1st　level：

ディスクリプタA，B）。次にこれらの第1レベ

ルの各用語にリンクしている用語を検索する

（2nd　level：ディスクリプタAに対してディス

クリプタC，D，　E，　O，　P；ディスクリプタBに

対してディスクリプタM，N，　O，　P）。これら

第2レベルの用語の内，共通して存在する用語

（ディスクリプタO，P）がcolinked　descriptors

となる。ここでは狭義語，広義語，関連語など

第1レベルと第2レベルの用語間のリンク関係

の種類は問わない。このようにして得られた第

2レベルの用語は，第1レベルの用語にともに

リンクしているため，第1レベルの用語で検索

するよりもさらに，より関連性の強いレコード

を導き出すことができる。つまりcolinked

descriptorsは，ある特定の用語あるいはどち

らか一方の用語のみにリンクしている用語より

も，より有効な検索用語となる。これがcolinked

descriptorsによる検索の有効性の仮説である。

　　1tt　level

（検索質問を表す用語）

　2nd　level
（リンク関係の種類の

　区別なし）

図1　Colinked　descriptorsの生成過程

3．3　Colinked　descriptorsの評価実験

　Colinked　descriptorsの有効性について検討

するため，Harterらは実験方法自体の検証も

含めて3段階の実験を行っている。最初の2つ
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の実験を通して，仮説を証明するためのより適

切な実験方法を確立し，最終実験において，実

際にその実験方法を用いてcolinked　descriptors

の仮説の検証を行った。検索システムはERIC

SilverPlαtter（1982－present）CD－ROM版を

用いた。被験者はインディアナ大学教育学部図

書館Education　Library，　Indiana　University

の利用者で，実験協力の同意を得た上で行われ

た。最初の第1，2実験では，被験者自身によ

る検索質問ではなく，著者らが用意した質問を

用いたため，検索結果レコードに対するレレバ

ンス評価に問題が起きることがわかった。そこ

で第3実験では，被験者による実際の検索質問

を用いて実験を行った。最終的な実験では，ま

ず被験者は著者らとともに検索質問を記述して

検索式を作成した。そして，被験者自身が思い

ついた検索語で，ERICデータベースの検索を

行い，その検索結果レコードを分析して，順位

付けを行った。検索式で用いられた用語に対す

るcolinked　descriptorsの検索は，著者らが情

報管理システムaskSamにERIC　Descriptors

Thesaurusを移植して自動的に処理した。こう

して見っかったディスクリプタについて，被験者

は検索において使用するかどうかを判断した。

著者らは，被験者が使用すると判断したcolinked

descriptorsが，各検索結果レコードに対して

割り当てられているかを調べた。この結果に従っ

て，もう一度各検索結果レコードのランク付け

を行い，初めに行った順位付けとの相関関係を

調べた。これによりcolinked　descriptorsがよ

り有効な検索結果レコードを導き出すものかど

うかを検証した。この実験の結果，検索結果レ

コードのレレバンス評価による順位付けとディ

スクリプタの重み付けによる順位付けの関係は，

妥当であると判断された。

　第3実験で問題となったのは，実際の利用者

を対象としたため，被験者が検索質問を明確に

できなかったり，言語の問題でレコードの記述

を理解できなかったりした場合，適切なレレバ

ンス評価を行うことができなかったという点で

ある。また，colinked　descriptorsの仮説は，

トピックに関するレレバンスを扱うため，レコー

ド自体の適切性が関与すると，被験者のレコー

ドに対する評価の判断に揺らぎが生じる。さら

に，いくっかの検索式では，colinked　descriptors

を見っけることができなかった。これはシソー

ラスにおける適切な用語の構築の問題を示すも

のである。このように，レレバンス評価の適切

性などに多少問題が残ったが，これらの実験に

よってcolinked　descriptorsは情報検索を行う

ための有効なトゥールとなりうることが検証さ

れた。

4．音楽文献データベースの実験

4．1　実験の目的

　ARIS　Music　ThesaurUSの検討から明らか

となったように，音楽分野での主題検索におい

てシソーラスを利用する場合には，シソーラス

自体の特質を鑑み，用語の意味的関連性に関す

る検討がさらに必要であった。Harterらの研

究では，多義的な用語を含む語彙集を研究対

象としており，用語の意味的関連性に着目して

いることが目的として挙げられている。また

colinked　descriptorsを用いた検索は，より精

度の高い検索結果を導くことがわかっている。

加えて，colinked　descriptorsという概念にっ

いては，情報検索と文献引用との関連性という

着目点に目新しさがあり，また関連性という範

囲において用語間の意味的関係を活かした手法

であるといえる。これらのことは，colinked

descriptors検索を，音楽分野のシソーラス・

ベース検索において応用する可能性があること

を示している。

　そこで本実験では，音楽分野のデータベース

を用いて，Harterらによるcolinked　descriptors

の検索における有効性の仮説，すなわちcolinked

descriptorsはある1っの用語あるいはその他

の用語（両方ではない）にリンクしている用語

よりも，より適切なあるいは同程度に適切な検
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索語となる，を検証することを目的とする。換

言すれば，colinked　descriptorsの用語を持っ

レコードの方が，その他のレコードよりもより

適切であると判断できるということである。こ

のことを証明するために，検索結果レコードの

レレバンス評価によるレコードの順位付けと，

colinked　descriptorsの重み付けによる検索結

果レコードの1順位付けとを，ピアソンの相関積

率を用いて計算した。

4．2　実験方法

4．2．1　実験対象

　実験では，音楽文献データベースであるRILM

Abstracts　of　Music　Literαture（以下，　RILM）

を実験対象として用いた。RJL1レfはデータベー

ス独自のシソーラスを持ち，かっ網羅的な国際

的音楽文献の抄録誌である。本研究の予備的な

考察として行った日本図書館情報学会第46回研

究大会の研究発表［13］では，検索対象資料を

楽譜とすることを前提条件としたため，LCSH

を対象として実験を行った。その主要な理由は，

楽譜資料を索引対象に含み，実際に書誌データ

を検索できる統制語彙集を伴った索引データベー

スが，他に存在しないためである。LCSHは基

本的に件名標目リストではあるが，シソーラス

体系を持ち，かっ楽譜資料を含む網羅的な書誌

データベースにおいて，最も一般的に使用され

ている。そこでの実験では，colinked　descriptors

検索の応用に関して，おおむね良好な結果が得

られた。しかしながら，諸事情からシソーラス

ではなく件名標目表を用いたことや，検索式が

恣意的であったことなどから，実験の条件がか

なり限定的であった。また，本来特定のデータ

ベースのためのシソーラスとして構築されたも

のを実験対象として選択する方が，Harterら

の実験結果と比較する上ではより妥当性が高い。

現時点では楽譜資料を対象としたそのようなデー

タベースは存在しない。そのため，本実験にお

いては音楽という分野の限定を維持しながら，

索引対象資料を楽譜から文献に変更することに

した。

　RILMは，　Repertoire　International　de　Litterature

Musicaleによって編纂され，1967年以降の音楽

および関連分野に関する図書，雑誌論文，学位

論文，会議録，公文書などを対象とした最も網

羅的な抄録誌のひとっである。RILMには，主

題用語リストとして，英語のシソーラスおよび，

英語とその他の外国語を比較したシソーラスが

作成されている。冊子体RILMは年4回発行

されている。その他，データの速報性を高めた

ものとして，CD－ROM版のMuse　on　CD－ROM

　［14］　（冊子体よりも新しいデータを収集し，

さらに米国議会図書館の音楽資料目録を追加し

たもので，年4回発行）と，オンライン版

（OCLCのFirstSearchでもデータベースにア

クセス可能）がある。英語版シソーラスは，こ

れまでに3冊発行されており，最新版はRILM

Abstrαcts本体の16巻（1980年）以降を対象と

して作成された1990年版［15］となっている。

実際の検索に際しては，CD－ROM版のRILM

データベース（1969－1995（complete），1996－

1999（partia1）分のデータ所収）を使用した。

現時点では，CD－ROM版にシソーラスが搭載

されていないため，シソーラスは冊子体で入手

可能な最新版を用いた。

　Harterらの実験でも見られたように，被験

者による検索結果レコードのレレバンス評価が，

重要なポイントとなる。っまり，検索質問を発

した同一者によって，その結果レコードを評価

することが，実験のための適切なデータを得る

上で重要となるのである。本実験でもこの問題

点を十分に考慮し，できるだけ評価の判断のず

れや幅が大きくならないように，実際の利用者

を対象とすることを心がけた。被験者は，国内

の音楽学専攻教員3人および音楽研究科音楽学

専攻在籍の大学院学生4人を対象とした。これ

らの被験者は，専門分野に精通しており，文献

探索の経験も豊富である。すなわち専門的な研

究過程の一貫としての文献探索行為において，
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検索結果に対する精確で適切な評価判断が可能

であることを示唆するものである。また，デー

タベースは英語によるものであるが，語学的な

問題もここではほとんど生じていない。ちなみ

に，被験者全員は冊子体RILMを使用したこ

とはあるが，CD－ROM版の経験はなかった。

また，RILMシソーラスを含めて，何らかのデー

タベース用シソーラスの利用経験者もいなかっ

た。実験の対象となったのは，1人で複数の検

索質問を行った場合を含めたので，合計10ケー

スであった。

4．2．2　実験の手順

　実験の手順に関しては，Harterらの研究に

おいて最終的に適用された第3実験が，本実験

においても妥当であると判断し，それを基本と

した。

　実際に行った実験では，全体の所要時間は被

験者1名に対して平均約1時間であった。時間

の都合上，評価用シートの記入方法を理解した

後で，検索結果の評価に関する作業をその場で

はなく，持ち帰って作業を行ってもらう例もあっ

た。具体的な手順は以下の通りである。

　（1）被験者は，検索質問を記述する。これに

　　　よって被験者の用いた検索語の由来が，

　　　より明らかとなる。また，被験者が行っ

　　　た各検索結果レコードに対するレレバン

　　　ス評価にっいて，被験者自身が記した評

　　　価理由（手順（3））と併せて考慮すること

　　　により，実験後に行う筆者のデータ分析

　　　の理解に役立っ。

　②　質問に対する検索は，まず利用者が自分

　　　の思いっいた検索語で行う。その際検

　　　索質問には2っの主題を含んでいること

　　　を確認する。適当な結果が得られなかっ

　　　た場合は，シソーラスを参照しながら検

　　　索語を変更することもあった。（各ケー

　　　スの検索質問および検索語は付録を参照）

　（3）被験者が検索結果集合に対して，ある程

一7一

　　度レレバントなレコードを含むと認めた

　　後，最初の20件［16］にっいて印刷出力

　　し，レレバンス評価を行った。どうして

　　も検索結果レコード総数が20件に満たな

　　い場合は，全件数を出力した。各レコー

　　ドには書誌事項および抄録を含めている。

　　評価は，「関係なし」（1ポイント）から，

　　中間の「適度に関係する」，「非常に関係

　　する」（10ポイント）までの範囲内で自

　　由解答式とし，尺度表の該当する個所に

　　x印を付ける，という方法で行った。そ

　　の際の評価は，特に条件を付けず，日頃

　　文献検索を行う要領で判断してもらった。

　　またその際に，判断理由も記入してもらっ

　　た。

（4）上記②の検索において使用した用語を，

　　筆者がRILMシソーラスと，　CD－ROM

　　で検索語を含む句や参照語を検索して確

　　認をおこない，colinked　descriptorsの

　　リストを作成した。

　　　Colinked　descriptorsを探す手段とし

　　ては，冊子体のシソーラスを主に用い，

　　各用語に関係付けられている用語をたどっ

　　た。さらに，シソーラスの作成年と書誌

　　データベースとのタイムラグが大きいこ

　　とから，CD－ROM版のAutodex機能

　　［17］と検索項目Subject　stringで検索

　　語を先頭とする句を調べた。また検索項

　　目Aliases／Synonymsでは参照語を調

　　べ，それぞれの用語をシソーラスでもう

　　一度確認した。この作業によって，例え

　　ばケース1では，ジャンルに時代区分が

　　付与された狭義概念を表す句を見っける

　　ことができた。またケース3では，地名

　　に主題区分を付けることによって，より

　　特定的な概念を示す句が作成されている

　　ことがわかった。

　　　例えば，第1レベルの検索語に

　　「medieval（中世）」と「theorist（s）

　　（理論家）」（単・複数形はシステムが自
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　analysis
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SEEALSO　　　bass　continuo

　　　　　　interpretation

　　　　　　OrnamentatiOn

　　　　　　Slnglng

SA　FROM　　Baroque
　　　　　　instrumentation　and　orchestration

　　　　　　interpretation
　　　　　　middle　ages
　　　　　　notes　in6gales

　　　　　　OrnamentatiOn

　　図2　検索語medievalとtheorist（s）のcolinked　descriptors（下線付きの語）

およびcolinked　descriptorsのひとつであるperformance　practiceがリンクしている索引語

　　動的に両者を検索する設定となっている）

　　を用いた場合，それら両方の用語に共通

　　してリンクしていた用語，すなわち

　　colinked　descriptorsは，「theory（理

　　論）」，「performance　practice（演奏法）」，

　　「medieval　theory（中世の理論）」，

　　「medieval　treatises（中世の理論書）」

　　であった（図2参照）。加えて，これら

　　のcolinked　descriptorsに対して，それ

　　ぞれリンクしている索引語をリストアッ

　　プした。図2では，colinked　descriptors

　　のうち，performance　practiceを取り上

　　げた。

（5）被験者は，上記の手順で得られた索引語

　　のリストをみながら，実際に検索質問を

　　検索する際に，各索引語を「使用する」，

　　「使用しない」，「使用するか確かでない」

　　という3っの選択肢から評価を行った。

⑥　全体の検索が終わった時点で，検索に関

　　する感想を口頭で答えてもらった。

4．3　実験結果

　こうして被験者とともに行った検索で得られ

たデータをもとにして，colinked　descriptors

検索の有効性を示すための結果を得るため，以

下の作業を行った。

　（a）上記（3）で得られた被験者による各検索結

　　　果レコードの評価を見ながら，レコード

　　　の順位付けを行った。複数のレコードが

　　　同じポイントとなった場合には，その順

　　　位に対する同数となったレコード数の平

　　　均値を各レコードに順位としてっけた。

　（b）次に，上記（4）でリストアップした索引語

　　　について，⑤で得られた被験者による評

　　　価を参照しながら，各索引語の重み付け

　　　を行い［18］，（3）で出力した検索結果レ

　　　コードにおいて，これらの索引語が付与

　　　されているかどうかをチェックした。各

　　　レコードに付与されているcolinked

　　　descriptorsの重み付けの合計数［19］を

　　　計算し，再度レコードを重み付けした。

　　　その結果をもとにして，検索結果レコー

　　　ドの順位付けを行った。複数のレコード

　　　の重み付けが同じ合計数となった場合は，

　　　その順位に対する同数となったレコード

　　　数の平均値を各レコードに1順位としてっ

　　　けた。

　（c）上記（a）と（b）の2っの順位リストを，ピァ

　　　ソンの相関積率によって計算し，colinked

　　　descriptorsの仮説の妥当性を検討した。

　検索結果レコードのレレバンス評価による順
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位付けと，colinked　descriptorsの重み付けか

ら得られたレコードの評価による順位付けとの

相関関係の結果は，表1の通りである。

表1　レレバンス評価とディスクリプタの

重み付けとによる検索結果レコードの関係

　　　　レレバンス評価とcolinked
ケース
　　　descriptorsの重み付けとの
番号
　　　　　　　相関係数

P値

0．Ol1

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．OOO

O．000

0．926

索結果に満足できると見なせるのは6ケースと

なった。これにより，今回の実験の範囲内にお

いて，RILMデータベースの検索の正確性を示

すことができる。

表2　検索結果レコードに対する満足度

　　　　　　　レレバンス評価　　　　　　　　　　　　　最も多く現れたケース　検索結果レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足　　　　　　　が5ポイント以　　　　　　　　　　　　　ポイント数番号　　コード総数
　　　　　　　上のレコード数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

0．66

0．96

0．95

0．96

0．96

0．96

0．97

0．90

0．98

－0．02

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

0
0
9
0
0
2
0
0
3
0

2
2
1
2
2
1
2
2
1
2

12

P0

g
9
1
0
8
1
7
9
5
6

5
1
1
0
1
5
7
1
0
1
0
ー
ロ

Y
N
Y
N
Y
Y
Y
Y
N
N

　表3のデータからもわかるように，ケース2

はcolinked　descriptorsの付与されているレコー

ドが20件中1件しかなかったこと，ケース7は

検索結果に対するレレバンス評価において，20

件中17件が「適切である」と判断されているの

にも関わらず，colinked　descriptorsの付与さ

れているレコードが3件のみであったことから，

これら2っのケースは，データとして適切では

なかった。そこで，これらを除く8ケースを，

実験データとして妥当であると認めることとし

た。その結果，ケース10を除く7ケースに関し

て，p値が0．01においてcolinked　descriptors

の仮説が有効であると判断された。これは，p

値が0．05および0．10レベルで判断されたHarter

らの実験の場合と比較すれば，本実験における

有効性の高さを認めることができる。

　検索結果の満足度に関しては，各検索結果レ

コードに対するレレバンス評価のポイント数に

よって判断し，表2にまとめた。検索結果レコー

ドの半数以上に対して，「中程度に関係する」

（5ポイント）以上の評価をしたのは6ケース

あった。これに加えて，最も多く付けられたポ

イントが5以上のものを考慮した場合では，検

　実験の最後に被験者ヘインタビューを行い，

検索全体に関する感想を口頭で尋ねた。検索結

果が得られたというだけでは，この検索が本当

に情報要求にかなったものであったかどうかを

判断することが難しい。検索結果に対する検索

質問への関連性の度合いに関しては，上記の表

2からある程度まで推測できるが，それをその

まま検索に対する満足度にっいて当てはめるの

は危険である。インタビューでは特に質問項目

を用意せず，自由に感想を聞くという形式をとっ

た。被験者の多くは，既知文献が検索されるこ

とを予測していたが，実際の検索では多くの文

献が未知のものであったという結果となった。

そのため，今回の文献探索自体が意義のあるも

のであったと認められた。未知文献の中には，

出版形態が記念論文集や会議録など，通常の検

索では見っけにくいものも見られた。

　被験者が検索結果を不満とする理由としては，

ある特定の主題にっいて調べているのに，ほと

んどの検索結果レコードが，論文中の事例とし

て取り上げられている個人作曲家を中心とした

研究であり，その主題に関する研究という点で

偏りが生じている，ということが挙げられた。

またその反対に，ある程度，時代や作曲家の名

前を想定しながら関連主題にっいて調べている

場合でも，同じ時代とされるもののなかで前期
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と後期といった幅があったり，研究の中心とな

る人物ではない人物が対象となっていたりする

ことで，検索者の目指す文献が出てこなかった

という例もある。また，索引語として付与され

ていた時代区分が，その論文における研究の対

象範囲ではなく，文献中での単なる比較データ

として現れている場合や，研究対象の視点が異

なる場合（例えば，現代から見た中世思想にっ

いて）があった。

4．4　考察

　上記の実験結果から，音楽文献を対象とした

colinked　descriptors検索の実験において，

colinked　descriptors検索が有効であるという

ことが検証された。また，被験者の半数以上が

検索結果に対して満足しており，限定された範

囲においてではあるが，検索自体の信頼性も得

られたとみなすことが可能であった。このこと

によって，当該分野におけるシソーラス・ベー

ス検索システムへの一手法の可能性を示すこと

ができたといえる。しかしながら，各ケースの

データをさらに分析することにより，colinked

descriptorsに関して下記のような問題点が明

らかとなった。

　Colinked　descriptors検索による手法は，い

うまでもなくcolinked　descriptorsが存在しな

ければ全く無意味である。もちろんcolinked

descriptorsの有効性は，それらのディスクリ

プタが意味的に重要かどうかによるのであるか

ら，colinked　descriptorsの存在の有無のみを

議論することで解決できる問題ではない。とは

いえ，このことはcolinked　descriptors検索の

実行可能性に関わる基礎的な問題である。今

回の実験で，各検索結果レコードに対して

colinked　descriptorsの重み付けを行ってみる

と，ディスクリプタ中に全くcolinked　descriptors

を見っけることができないレコードが少なから

ずあることが判明した。各ケースにおける

colinked　descriptorsの有無にっいては，表3

のとおりである。各文献にどの程度，関連する

と思われる索引語が付与されているかを把握す

るために，被験者による索引語の使用に関する

判断とは関係なく，colinked　descriptorsが索

引語として付与されているレコード数と，これ

らのcolinked　descriptorsの中から被験者が実

表3　Colinked　descriptorsが付与されているレコード数

ケース

番号

検索結果レコード

　　　総数

Colinked　descriptorsがイ寸

与されているレコード数★

　　　（付与率）

検索に使用すると判断し

たcolinked　descriptors

が付与されているレコー

　　ド数（付与率）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

17　（85．0％）

1（5．0％）

15　（78．9％）

13　（65．0％）

8　（40．0％）

4（33．3％）

3　（15．0％）

7　（35．0％）

9　（69．2％）

7　（35．0％）

12　（60．0％）

1（5．0％）

15　（78、9％）

13　（65．0％）

5（25．0％）

4（33．3％）

3　（15．0％）

6（30．0％）

9（69．2％）

4（20．0％）

合　計 184 84　（45．6％） 72　（39．1％）

★「使用する」，「使用するかどうかわからない」のどちらかに印を付けた両方の数を含めた
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際に検索をする場合に使用すると判断した

colinked　descriptorsをもっレコード数を示し

た。

　表3からわかるように，ケース2，5，7，

10において，被験者が検索時に使用するであろ

うと判断した索引語の付与率は，30％に満たな

かった。Colinked　descriptorsが各レコードに

どの程度付与されるのかにっいては，主として

RILMデータベースにおける索引語付与に関す

る作業の規準が大きく影響していると考えられ

る。RJLMデータベースにおける索引語の付与

は，原則としてより特定的な用語を優先して選

択している。また，一般的な用語を先頭にして，

より特定的な用語を細目として付けることになっ

ている。一般的な意味を持っ用語を用いること

で，関連する多数の資料を効果的に処理するこ

とができる。人名や楽器名などの固有名詞は，

一般主題を細目として付与することによって，

さらに限定的な意味を持っ句を形成する。その

他に，以下の用語については，特に注意が必要

であるとしている［20］。

　（1）特定の地域に固有の様式，ジャンル，楽

　　　器などは，それぞれ国名，楽器，ジャン

　　　ルのもとにまとめられている。

　（2）楽器は，楽器族のもとにまとめられてお

　　　り，各楽器名から「を見よ参照」が付与

　　　されている。

　（3）国名は現在使用されているものが索引語

　　　となっており，旧国名，歴史的名称は

　　　「を見よ参照」が付与されている。

　（4）個人名，宗教，演奏者の種類，民族グルー

　　　プの名称は，索引語となっているが，具

　　　体的な名称はシソーラスに記述されてい

　　　ない。表記などの方針はLCSHと類似

　　　しており，中世の名前や筆名に対しては

　　　「を見よ参照」が付与されている。

　特に相関関係のデータを無効としたケース2

は，この問題が直接の原因となっていると考え

られる。ケース2では，検索語の第1レベルの

用語として，楽曲形式と時代を表す語を用いた。

ここでは「交響詩」という楽曲形式名を用いた

が，この用語自体が意味的にかなり特定的であっ

た。そのため，こうした第1レベルの検索語で

検索された結果レコードに，検索質問に関連す

ると判断されるであろう文献が多く含まれる可

能性が高くなる。また，実際に被験者による検

索結果レコードに対するレレバンス評価も良好

であった。一方で，狭義的な意味を持っ両第1

レベルの検索語をリンクするcolinked　descriptors

は，広義語となる（ここでは「ロマン派時代の

音楽」，「交響曲」など）。上記に述べた通り，

RILMでは，できるだけ特定的な索引語を各文

献に付与することを方針としているので，広義

語の索引語がレコードに付与される確率が低く

なることが予想される。その結果，colinked

descriptorsの付与率が低くなってしまったの

である。ケース7も同様に，特定の時代におけ

るジャンルを表す用語（「典礼劇」）を第1レベ

ルの検索語としたため，その用語による検索結

果の中に，多くの関連文献が含まれる結果となっ

た。それゆえ各文献には，より上位概念を表す

colinked　descriptorsは，付与されていないと

いうことになる。

　ケース5でも，RILMにおけるより特定的な

項目に対する索引語付与の方針を読み取ること

ができる。ここでは，各検索結果レコードに付

与されている索引語の多くが，研究対象の具体

的な例として挙げられていた個人作曲家や特定

の音楽作品に関するものであった。そのため，

各文献におけるその研究の概念的な主題分析に

よる索引語が割り当てられていなかった。特に

今回の実験では，検索語やcolinked　descriptors

に関して人名や作品名以外の一般概念や主題用

語を対象としているため，さらに付与率が低く

なってしまった。また，ケース10は，第1レベ

ルの検索語に関連語として関係付けされている

用語が，被験者の検索目的とずれてしまったた

め，検索結果レコードとcolinked　descriptors

によるレコードの順位付けとの相関関係におい

て，相関係数が妥当なものとならなかった。
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　Colinked　descriptorsを見つける過程におい

てみられたもうひとつの問題点は，索引語の作

成自体に関するものである。この問題を検討す

る場合は，索引語の特性と，索引語間の関連付

けについて考察する必要がある。前者に関して

は，音楽分野における主題用語の多様性につい

て理解しておかなければならない。音楽分野に

おける特徴的な主題用語の種類として，一般的

な概念を表す用語の他に，楽曲形式，ジャンル，

作曲技法・様式，演奏手段といった非主題的な

（non－topica1）用語が含まれる（ここでは物理

的形態は省略する）［21］。それぞれの種類にっ

いて例を挙げて，表4に示した。また，民族音

楽といった分野の場合では，地名や文化的地理

区分による名称も頻繁に使用される。実際の検

索においては，こうした様々な要素を組み合わ

せて検索式を組み立てる場合が多く，異なる種

類の用語による組み合わせでは，colinked

descriptorsを見っけだすことが困難となる場

合が生じる。

表4　音楽分野における主題用語の種類

種類 例

　一般概念

　楽曲形式

　ジヤンル

作曲技法・様式

　演奏手段

　固有名詞

音楽理論，キリスト教

　　交響曲，ソナタ

宗教声楽曲，ピアノ音楽

　　　十二音技法

　ヴァイオリン，琴

　人名，作品名，地名

　実験において使用した第1レベルの検索語を

種類別に見ると，ジャンルと時代，楽曲形式と

時代，ジャンルと地名，一般主題用語と時代，

楽曲形式と一般主題用語，ジャンルと一般主題

用語といった組み合わせがあった。特に，時代

や地名と，その他の種類の用語による組み合わ

せ（例：ロマン派時代と交響詩，スペインとピ

アノ音楽）では，共通にリンク付けされた用語

を見いだすのは，かなり限定されてしまう。

　また，後者に関しては，シソーラスの作成の

問題として重要である。Harterらが実験で対

象としたERIC　Thesαurusに関して述べてい

るのと同様な問題が，ここでもみられる。2っ

以上の用語に関わる共通の索引語を見っけるこ

とができるかどうかは，シソーラスを作成する

際に各ディスクリプタにっいて，どの程度正確

に用語間の関係が確立されているか，またどの

程度定期的なディスクリプタのメンテナンスが

行われているかによるのである。冊子体RILM

シソーラスは，その序文によれば，シソーラス

を使用する目的は，検索に関連する用語から検

索データベースで用いられている用語を事前に

確認することである，としている。ただし，検

索者の思いっく語がシソーラスで見っからない

場合，音楽分野で一般的に用いられている別の

言語による類似語や，語の順序を変えて新たに

調べる必要がある。さらに重要なのは，基本的

に概念的な用語よりも特定的な用語をディスク

リプタとして用いている（例：ポルカ（特定的）；

舞踊（概念的））点である。索引語の参照形は

「を見よ参照」および「をも見よ参照」により，

関連する用語を提示している。「を見よ参照」

では1っ以上の索引語が参照されている場合も

ある。結果的には，検索者は関連すると思われ

る全ての用語を見る必要がある。「をも見よ参

照」は，関連性があまりにも明らかな用語間で

は示されていない。「をも見よ参照」が使用さ

れるのは，音楽学文献にはしばしば概念間の関

連づけが行われるという特徴があるためであり，

例えばある部分から全体へ，特定的なジャンル

から器楽曲，声楽曲への「をも見よ参照」はな

い。これらのことは，colinked　descriptors検索

に大きく影響を及ぼしている。

　以上は，冊子体RILMシソーラスに関する

特徴であるが，次にCD－ROM版のRILMの場

合についても見ておく必要がある。現時点では

CD－ROM版にはシソーラスが搭載されていな

いが，どのような索引語が主題用語として用い

られているかについては，主題用語を検索する

項目であるkey　terms，　subjectを見ることに
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よって把握できる。CD－ROM版ではAutodex

と呼ばれる機能があり，コンピュータが，入力

されたことばに対して，もっとも近い文字列を

自動的に画面に表示する。この入力の支援機能

によって，検索者は語の入力ミスを防いだり，

データベースに索引化されている語の形を知っ

たりすることができる。ここでは表示される用

語間の関係性は示されていないが，細目付きの

主題語を，限定語を付与されていると見なすこ

とによって，より特定的な主題句を探すことが

可能である　（例：ethnomusicology－gospel

music）。しかしながら，形容詞句はこの実験

での検索対象には含めていない（例：black

music－compared　with　African　sources）。ま

たAutodex機能では，入力語を先頭とする複

合語も一覧することができるので，複合語がひ

とっの意味を表すものの場合は，該当する用語

としてcolinked　descriptorsの対象とした（例：

culture　conflict；culture　club）。その他に，

gospel　hymns，　gospel　motets，　gospel　music

cultureなどは，それぞれ先頭の語の意味を限

定したり関連づけたりしており，対象索引語と

して含むものとする。複数語が句として形成さ

れている場合，その句がある特定のひとっの意

味を表す場合には，それぞれの用語ではなく句

全体としての意味を鑑みて，広義語，狭義語，

関連語に分けた（例：Culture　and　music；

Culture　of　reform）。

　その他のRILMデータベースの検索におい

て特徴的な点として，検索項目Major　topicを

あげることができる。この項目では，音楽の下

位概念の分野および他分野との関連性を表す用

語が，各レコードに付与されている。例えば，

Historical　musicology－Twentieth　century，

Music　and　other　arts，　Theory，　analysis＆

comp．といったカテゴリーが付与されている。

今回の実験では，検索過程が複雑になることや，

colinked　descriptors検索の有効性が不透明に

なることを避けるために，この検索項目を用い

て検索を行わなかった。しかしながら，検索質

間中に含まれる複数の主題用語を何らかの文脈

で表現しようとする際には，Major　topicも考

慮した検索を行えば，より効果的な検索が可能

となるかもしれない。ある楽曲形式について調

べる際に，その形式の形成史に関する研究を調

べたいのか，それとも分析研究を探しているの

かで，対象となる文献が異なってくる。そこで，

予め特定の時代における歴史的研究という分野

に分類されている文献と，理論や分析といった

分野に分類されている文献を大まかにとらえる

ことができれば，検索の対象外である余分な文

献を排除することが可能となるであろう。Bates

らによるGetty　Projectの実験結果においても，

分野を表す用語に関して，人文科学分野研究者

に見られる特徴が述べられている［22］。そこ

での検索語の詳細な分析から，一見検索結果を

拡大してしまい，効果的でないと思われるよう

な分野を表す用語が高頻度で用いられているこ

とがわかった。結局，検索対象分野によっては，

こうした用語も範囲を指定するための検索語と

して，またそれぞれ専門性を表現するための用

語として使用されうることを認めるべきである

としている。このように，検索項目の組み合わ

せ方によって，効果的な検索が行われ，さらに

検索結果の質の向上が期待できるであろう。

5．今後の課題

　今回の実験では，音楽分野の文献データベー

スを対象として，Harterらのcolinked　descriptors

検索の有効性を検証することができた。Colinked

descriptors検索の効果に対する具体的なデータ

を示したことは，当該分野においてシソーラス

を使用する有効性を強調することにもっながる。

また，複合ファセットによる主題の表現という

点では，複数の主題の概念を持っことを拠り所

とするcolinked　descriptorsの考え方は，音楽

分野において十分に応用可能なものであり，そ

れも含めて今回の実験で検証することができた。

これらのことは，冒頭で述べたWiberleyや
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Batesらによる先行研究や，　MLAワーキング・

グループによるシソーラス作成の検討・実行を，

別の側面から支援するものである。

　Colinked　descriptors検索を実際の検索へ応

用することに関して，1）検索の有効性が検索

語自体の特質に大きく依存していること，2）

検索者自身が，現在進行中の検索が精度あるい

は再現率の向上を目的とした検索かどうかを十

分に理解していなければ，適切な検索結果を期

待することが難しい，という問題が残されてい

る。1）は，分野において様々に定義の異なる

用語自体の問題であり，こうした特徴を鑑みた

専門分野毎のシソーラス構築の必要性に関連す

るのである。Colinked　descriptors検索がうま

く機能するためには，ある特定分野での網羅的

な用語収集と，各索引語に対する網羅的で質的

に均等な用語の関連づけが行われていなければ

ならないからである。このことは，colinked

descriptors検索を行うことによって，索引語

間における用語のリンク付けに関する問題が明

らかとなるため，シソーラスの語彙構築および

修正・追加といったメンテナンスの面でも貢献

しうるものである。また，2）に関しては，

colinked　descriptorsが第1レベルの検索語に

対してどのような意味的関係を持っのか（狭義

語，広義語，関連語など）によって，幅広い検

索を行うのか，精度の高い検索を行うのかに影

響することを示している。検索者が網羅的な検

索を目的として検索しようとしているのであれ

ば，その検索語もその目的に適った用語を選択

する必要がある。これまで述べてきたcolinked

descriptors検索の方法では，第1レベルの検

索語と第2レベルの検索語との関係を細かく分

析してリンク付けをしていないため，気を付け

ておかなければ検索者の検索目的と異なる検索

結果となる可能性がでてくる。

　Harterらの実験では，　colinked　descriptors

検索はデータベース検索システム上ではなく，

別の情報管理システムで処理していた。Colinked

descriptors検索は，本来メインのデータベース

検索システムに取り込まれるべきであり，その

場合には，単に検索語の拡張としてcolinked

descriptors検索を実行するだけではなく，ユー

ザ・インターフェイスの面から用語間のリンク

関係を明確に表示する機能や，検索者が検索過

程でどこにいるのかを表示して不安感を抱かせ

ないようにするなど，実際の利用に向けた様々

な工夫が必要である。

　RILMではlnternationαl　thesαurusという

多言語シソーラスも編纂されている。RILA4の

書誌データベースは基本的に英語によるもので

あるため，英語の用語をそれに対応するその他

の言語とのシソーラスを作成することによって，

検索の際の便利性を高めようとするものである。

このlnternationα1　thesaurusと英語版シソー

ラスとを組み合わせることにより，検索時の

利用可能性がもっと拡大する。残念ながら

internationa1版では日本語が含まれていない

が，今後こうした地域差をなくすことによって，

RILMおよびRILMシソーラスももっと使い

やすくなるであろう。

　今後は，今回行ったものと同様な実験を，楽

譜資料を含めたデータベースでも応用すること

が可能であるかどうか，ケース数を増やしてさ

らに検討する必要がある。音楽資料においては，

主題とされるもののなかに様々な種類があるこ

とに加え，出版形態においても，用途の目的や

利用対象によってそれぞれ異なる種類がある。

特に楽譜の検索では，実際の演奏あるいは具体

的な研究対象として，より特定的な媒体のため

の資料を要求する場合が多い。例えば「ピアノ

のための楽譜」を探すために，「鍵盤楽器」で

検索することはほとんどない，といった点も文

献検索とは異なる。こうした要素をいかに効果

的に取り入れて，目的にかなった検索を行うこ

とができるようにするのか，そこではシソーラ

スをどのように用いるのが適切なのかにっいて

検討する必要がある。
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ケース番号

　　　　　　　　　　　　音楽文献検索におけるシソーラスの有効性

付録　検索質問および第1レベルの検索語

　検索質問　　　　　　　　検索語
1

01

バロック音楽における宗教性

ロマン派時代の交響詩

近代スペインにおける民族主義楽派とよばれる

作曲家のピアノ作品

マルグリッド・ダ・パドヴァと中世音楽思想の流れ

受難曲形成史の中で聖書のテキストがどのよう

に受容されてきたか

音楽的表象において聖書的な数の象徴

中世における典礼劇

中世における記譜法

唱法による音楽能力の発達の差異・優劣

唱法による音楽能力の発達について

Baroque
religion

romantic

symphonic　poem（s）

piano　music
Spain

medieval
theorist（s）

passion
Bible

symbol

religiOuS　muSiC

liturgical　drama
medieval

notation
medieval

SOImiZatiOn

ear　training

Sight　reading　and　sight　singing

pedagogy

一17　一


